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一次治療でVFとなった患者に対する新たな
レジメンの選択は一次治療レジメン次第8
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• いずれの場合も、可能であればジェノタイプ耐性検査結果を入手すること8-10

一次治療レジ
メンの種類

一次治療レジメンのVF時に
認められた耐性

推奨される二次治療レジメンの種類

NNRTI＋
NRTI 2剤

• NNRTIおよび3TCまたはFTC
• rtvを併用するPI＋NRTI 2～3剤 2-3

• DTG＋NRTI 2剤10,11,12

• rtvを併用するPI＋INSTI 1

rtvを併用するPI＋
NRTI 2剤

• PI、NRTI、3TC、FTCに対する耐性な
し4,5

• 同じレジメンでアドヒアランスに関するサポート
を実施

• 他のPI＋同じNRTI 2剤
• INSTI＋NRTI 2剤
• 他のPI＋INSTI

INSTI＋
NRTI 2剤

• RALまたはEVGに対する耐性あり、
DTGに対する感受性あり 6

• DTG BID＋rtvを併用するPI

• DTG BID＋NRTI 2剤 7

• rtvを併用するPI＋NRTI 2剤

• INSTIに対する耐性なし
• rtvを併用するPI＋NRTI 2剤
• DTG＋NRTI 2剤
• rtvを併用するPI＋INSTI
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